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Ⅰ 研究目的

やりっ放しで行きあた りばった り的オ看護から計画に基づいた看護の実践とその向上を亨せる｡

皿 今までの看護の経過からみる問題点

隔週に詰所会がもたれる中で戦場の問題や看護にみる問題点が出されたり,勉強会がもたれ､

叉点者アンケートを盲る中で看護婦不足の切等さを感じたりする中で2.8をす めゝる会の発足を

ど一定の努力をして きました【 しかし看護の実状 をみると｢人一二一人の看護婦が自己流の看薫を行り､

看讃上のよい教訓や経験を持ってhて もみんをの ものに,}り得をかったoこの点一つをみても看

護の系統的実践 (①看護汁画をたてる ②看護を実施する ③看護の中での評価 )に欠けて

いるし､一人｢̂ の飢昏工夫や教訓がもっと系統的を賛み薫ねとオってい くことが必要である､

ということと､現在一外の中にみる看護形態を分析 してみると､機能別看護である.,係が廻診､

注射､検温､手術､その他係と分かれているため､検査ばかりに一日終る人 と､注射係は大量の

注射をや りこをすためにやっ気にをる､そのため上申をさか古い一日勤務のスタップであること

をどと深夜2人は今の所､最低の所で問題をVlとして､準夜2人は落着V>ていて丁度よく重症 1

人出たり､処置が増えたりすると､全 く全休の把長ができをくすぐにバランスを失もてしまう状

態を期た しやすい､準夜補充のためOP前日は午后 1時から5時まで, OP日は1時から9時まで

という外野的を役割を経つ勤務者を作っています.現在の充分で身いスタックの中で変則的勤務

叉は機能的を看護体制が余議をくされるO これらのh(つかの問題点の中で特に一つの形とオっ

た患者経過の記録の必要性が出されてきました,

今までも看護 日誌という形ばか りのものがあったのですが.徹底して記鐘されなかった点それが

活用されオかったh特に問題とされる患者に対 しては医師の別耗オーダーに書きこまれてしまっ

た りして患者の経過を追うのみの物で､みんなで十致した看護計画を持つ独自性に欠けていたこ

とが大き方問題 とされました,まずよい看護の升一歩として今までの実行され肴かったものを整

理 し実行するO,

① 看讃日誌をつける｡

(参 カンファレンスをもつ 〔
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Ⅲ 看轟日誌を確立させるために

o書きよいわかbやすV,ものにするために一目みてこの人の病気はどんをものであるか叉､どん

をOPがオされ､どんを問題点を持ち合わせているかが明確にされていることが重要である.

oゴム印の作成 (説明する)

(印かんを押し説明する)

Ⅳ カンファレンスの実施

最初の計画月､木 (医師ミーテIyタのEH にする計画が処置や準備のために実行できず再度

検討する中で朝の上申の中で問題点を出しあい今までよりも時間をかけた上申をする｡朝の上申

の中でその日の看護計画と間選点についてカン7Tレンスする｡

V この研究にあた り

この研究発表の間置を捷起される中で,看護って何だろうとhうことが詰所会の中でも問題と

されてきた問 題 提起 の ま ゝで探 究 し､よりよいものにしていく努力がどうしても方されま

せんでしたが､これを契城に看護の追求が具体化されてきました∩今 日の発表も今後の実践にか

かってお りますが次何の発表の中で成果と実績を明らかにしてゆきたいと思います｡
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